
屋内安全対策の実施状況
設置

家具転倒落下防止 45.5%
感震ブレーカー設置 23.2%
※50回区政世論調査
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区内の不燃化特区における不燃領域率（％）推移
不燃化特区の地域

町屋・尾久地区

荒川・南千住地区

※不燃領域率とは
　市街地の「燃えにくさ」を示し指標。７０％を超えると焼失
率がほぼゼロになるといわれている。
　市街地面積に占める耐火建築物の敷地及び幅員 6ｍ以
上の道路等の 公共施設面積の割合。

→

荒川区内住宅耐震化率
区内全域 76.2%

不燃化特区全域 75.0%
町屋･尾久 76.2%
荒川・南千住 72.4%

不燃化特区以外 77.6%

№９４９ ２０２６年４月１９日
日本共産党荒川区議会議員団

区役所控室 ３８０２－４６２７

☆横山事務所

荒川区町屋５－３－５

℡&fax ３８９５－０５０４

毎
年
こ
の
時
期
に
、
「
木
造

密
集
地
域
の
改
善
…
防
災
街
づ

く
り
事
業
」
に
つ
い
て
議
会
に

報
告
し
て
い
ま
す
。
毎
年
ご
紹

介
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
東
日

本
大
震
災
か
ら
15
年
、
熊
本
大

地
震
か
ら
10
年
と
い
う
年
に
も

当
た
り
ま
す
。

改
め
て
防
災
ま
ち
づ
く
り
に

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

不
燃
領
域
率
（
下
表
参
照
）

で
す
が
、
70
％
を
超
え
る
と
焼

失
率
が
ゼ
ロ
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
延
焼
し

な
い
だ
け
で
建
物
の
倒
壊
な
ど

は
数
字
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

マ
ン
シ
ョ
ン
多
く
な
り
、
６

ｍ
以
上
の
道
路
が
増
え
る
と
率

が
上
が
っ
て
き
ま
す
。

危
険
度
５
の
町
屋
２
３
４
丁

目
で
み
る
と
、
62
．
７
％
と
最

低
で
す
。
町
屋･

尾
久
地
区
の

場
合
１
年
間
の
伸
び
は
０
．
６

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
化
も
目
標

か
ら
大
き
く
遅
れ
て
い
ま
す
。

区
は
、
こ
れ
ま
で
住
宅
耐
震
化

率
を
戸
数
で
計
算
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
で
は
、
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
つ
と
大
幅
に
耐
震
化
率

が
上
が
り
ま
す
。
日
本
共
産
党

区
議
団
は
、
実
態
を
反
映
さ
せ

る
た
め
に
改
善
を
求
め
、
最
新

の
「
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
で

は
、
戸
数
で
な
く
棟
数
で
計
算

し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
区
内
全
域
の
耐

震
化
率
76
．
２
％
、
不
燃
化
特

区
75
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

面
85
％
を
め
ざ
す
と
し
て
い
ま

す
が
、
た
い
へ
ん
な
開
き
が
あ

り
ま
す
。
建
替
え
と
と
も
に
耐

震
改
修
の
促
進
を
求
め
て
来
ま

し
た
が
、
区
の
補
助
制
度
利
用

は
こ
の
20
年
間
で
た
っ
た
の
40

棟
で
す
。
区
は
、
「
古
い
住
宅

が
残
る
」
な
ど
耐
震
改
修
支
援

に
消
極
的
で
し
た
。
「
一
人
の

犠
牲
者
も
出
さ
な
い
」
の
立
場

に
立
て
ば
、
耐
震
改
修
に
思
い

切
っ
た
支
援
を
行
う
べ
き
で
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
最

低
限
倒
壊
を
防
ぐ
簡
易
耐
震
工

事
へ
の
補
助
制
度
創
設
を
求
め

て
来
ま
し
た
。
今
回
木
造
住
宅

耐
震
補
助
の
加
算
が
、
障
害
者
、

要
介
護
・
要
支
援
世
帯
に
拡
大

し
た
こ
と
は
、
一
歩
前
進
で
す

（
右
囲
み
）
。

「
一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な

い
」
た
め
に
で
き
る
支
援
は
何

で
も
実
施
す
る
…
こ
の
行
政
姿

勢
が
求
め

ら
れ
て
い

ま
す
。

定例法律相談

５月１１日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

都
営
住
宅
の
建
替
え
が
進
ん

で
い
ま
す
。
町
屋
駅
に
一
番
近

い
都
営
住
宅
＝
仲
道
団
地
が
一

号
棟
に
続
き
残
り
二
棟
も
解

体
工
事
に
入
っ
て
い
ま
す
。

駅
に
も
近
い
立
地
で
あ
り
、

本
来
な
ら
戸
数
を
増
や
し
、

従
前
居
住
者
だ
け
で
無
く
、

新
規
受
け
入
れ
も
で
き
れ
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
が
、
東
京

都
は
、
か
た
く
な
に
新
規
建

設
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。

「
住
宅
は
足
り
て
い
る
」
が

そ
の
根
拠
の
よ
う
で
す
。
で

は
、
な
ぜ
と
り
住
宅
の
募
集

は
、
高
倍
率
で
「
宝
く
じ
と

同
じ
」
と
揶
揄
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
住
宅
に
困
窮
す
る

区
民
、
都
民
の
立
場
に
立
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
横
山
幸
次

裏面 プラスチック分別回収の現状…など

住宅耐震化、道路拡幅は、

やはり時間がかかります。

一方、大地震による死傷者

の多くが屋内の家具転倒、落

下によるものです。また火災

による延焼被害もその発端は、

停電後の通電火災によるものです。しかしその対策は遅れて

います（上表）。

区として「100％設置」を目標に対策を講じることが必要

です。高齢者･障害者世帯などには、訪問による設置支援な

ど迅速に行うことが求められます。同時に、区の支援策につ

いてさらに広報、周知を行うことです。

★区の補助制度 問合せ先 危機管理課防災事業係まで

木造住宅耐震補助が拡充
高齢者世帯（70歳以上を含む世

帯）に向け実施している補助額

の加算を、障害者や要介護・要

支援認定者の世帯にも適用。災

害時要配慮者の費用負担を軽減

（例：耐震改修180万円→

３６０万円へ）



各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
、
以
前
は
「
燃

や
す
ご
み
」
と
し
て
出
し
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
10
月
か
ら
は

区
内
全
域
で
回
収
、
資
源
と
し

て
再
利
用
し
て
い
ま
す
。
気
候

変
動
を
食
い
止
め
る
た
め
に
Ｃ

Ｏ
２
排
出
削
減
、
ご
み
減
量
で

最
終
処
分
場
の
延
命
化
…
な
ど

の
目
的
が
あ
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
回
収

プ
ラ
の
中
間
処
理
施
設
と
再
商

品
化
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

中
間
処
理
施
設
で
は

足
立
区
入
谷
に
あ
る
中
間
処

理
施
設
で
は
回
収
さ
れ
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
ま
ず
は
機
械
で
大

ま
か
に
分
類
、
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
と
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
残
渣
と
い
わ
れ
る
資
源
と

し
て
利
用
で
き
な
い
も
の
に
分

け
、
さ
ら
に
人
の
手
で
細
か
く

分
け
ま
す
（
左
画
像
）
。
こ
の

施
設
で
は
、
１
日
約
３
．
５
ト

ン
（
容
器
包
装
プ
ラ
２
，
８
０

０
㎏
、
製
品
プ
ラ
５
０
０
㎏
、

残
渣
２
０
０
㎏
）
が
施
設
で
分

類
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
種

類
ご
と
に
パ
レ
ッ
ト
状
に
ま
と

め
て
再
商
品
化
施
設
へ
送
ら
れ

ま
す
。

そ
の
結
果
、
２
月
ま
で
の
５
ヶ

月
間
で
プ
ラ
回
収
６
５
６
ト
ン
、
、

月
１
３
１
ト
ン
で
し
た
。
一
方

可
燃
ゴ
ミ
が
７
％
減
量
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

商
品
化
施
設
…
再
生

で
き
な
い
残
渣
５
割

千
葉
県
富
津
市
の
工
場
で
は
、

搬
入
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

単
一
素
材
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
、
ポ
リ
ス
チ

レ
ン
）
に
選
別
し
て
再
生
原
料

の
製
造
、
物
流
パ
レ
ッ
ト
の
製

造
を
行
い
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ

イ
ク
ル
を
し
て
い
ま
す
。
高
磁

力
選
別
機
や
赤
外
線
選
別
機
な

ど
分
類
は
ほ
ぼ
機
械
化
。
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
洗
浄
が

必
要
な
た
め
コ
ス
ト
が
か
か
る

う
え
、
再
商
品
化
で
き
な
い
残

渣
が
45
〜
50
％
ほ
ど
出
る
そ
う

で
す
。
そ
の
残
渣
は
製
鉄
所
な

ど
の
燃
料
と
し
て
「
サ
ー
マ
ル

／
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
へ

回
す
と
の
こ
と
で
し
た
。

一
方
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
90
〜
99
％

で
、
残
渣
は
少
量
で
す
。

こ
の
施
設
で
は
物
流
用
パ
レ
ッ

ト
製
品
を
主
に
作
り
、
地
域
で

資
源
循
環
が
見
え
る
よ
う
に
と

身
近
な
製
品
開
発
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

自
治
体
に
負
担

拡
大
生
産
者
責
任
を

こ
の
サ
イ
ク
ル
（
左
図
）
で

は
、
再
商
品
化
事
業
者
に
は
生

産
者
＝
メ
ー
カ
ー
か
ら
費
用
が

出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
収
集
運

搬
、
中
間
処
理
は
、
全
て
自
治

体
＝
住
民
負
担
で
す
。
や
は
り
、

拡
大
生
産
者
責
任
、
つ
ま
り
製

品
の
生
産
か
ら
廃
棄
・
リ
サ
イ

ク
ル
ま
で
の
一
貫
し
た
責
任
を

生
産
者
（
企
業
）
に
持
た
せ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
プ
ラ

製
品
を
極
力
減
ら
す
こ
と
が
大

前
提
で
す
。

プ
ラ
製
品
は
と

２
０
２
６
年
２
月
の
実
質

賃
金
が
２
か
月
連
続
で
プ
ラ

ス
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ス
コ

ミ
は
「
前
年
同
月
比
」
を
い

つ
も
掲
載
し
て
随
分
賃
上
げ

に
な
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で

す
。
「
前
年
同
月
比
」
で
な

く
「
年
ご
と
の
実
質
賃
金
」

の
グ
ラ
フ
で
は
２
か
月
連
続

で
プ
ラ
ス
で
も
依
然
と
し
て

ピ
ー
ク
か
ら
賃
下
げ
90
万
円

で
す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
学

校
建
替
え
で
代
替
え
校
舎
に

な
る
た
め
、
同
施
設
内
で
運

営
し
て
い
る
教
育
セ
ン
タ
ー

が
大
門
小
向
か
い
の
旧
城
北

信
金
大
門
支
店
（
東
尾
久
６

丁
目
）
に
移
転
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
施
設
を
選
ん
だ
理
由

に
つ
い
て
、
駅
や
停
留
所
が

ら
10
分
圏
内
に
あ
り
、
歩
道

も
広
く
、
１
階
に
広
い
ス
ペ
ー

ス
が
あ
る
な
ど
教
育
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
果
た
せ
る
こ
と
な

ど
あ
げ
て
い
ま
す
。

▼
今
年
度
取
得
予
定

▼
３
年
間
で
設
計
、
改
修
工

事
な
ど
実
施

▼
２
０
２
９
年
か
ら
教
育
セ

ン
タ
ー
と
し
て
運
用
開
始

な
お
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

は
、
現
在
の
敷
地
内
の
プ
ー

ル
跡
地
に
整
備
し
ま
す
。

子
ど
も
に
と
っ
て
よ
り
よ

い
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
る

よ
う
期
待
し
ま
す
。


